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源
氏
物
語
研
究
所
講
演
会 

二
〇
二
四
年
二
月
二
四
日 

於
図
書
館
地
下
ホ
ー
ル 

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
礼
讃
』 

 
 
 

日
本
文
学
科 

田
口
暢
之 

 
は
じ
め
に 

 

【
資
料
１
】
与
謝
野
晶
子
（
明
治
一
一
年
〈
一
八
七
八
〉
～
昭
和
一
七
年
〈
一
九
四
二
〉
） 

大
阪
府
堺
市
甲
斐
町

か
い
の
ち
よ
う

の
菓
子
商
駿
河
屋
に
生
れ
た
。
父
鳳ほ

う

宗
七
、
母
つ
ね
の
三
女
。
本

名
し
よ
う
。
（
中
略
）
堺
女
学
校
補
習
科
を
卒
業
後
、
家
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
独
学

で
古
典
の
勉
強
を
し
た
。
（
中
略
） 

語
る
べ
き
友
も
少
な
く
孤
独
を
か
こ
っ
て
い
た
晶
子
は
、
（
中
略
）
家
を
捨
て
上
京
し
て

寛
の
も
と
に
走
り
、
秋
に
結
婚
し
た
。
実
家
は
反
対
し
、
こ
と
に
長
兄
の
怒
り
は
激
し

く
生
涯
義
絶
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
自
我
を
貫
い
た
そ
の
行
動
と
と
も
に
、
創
作
活

動
も
燃
焼
し
、
「
明
星
」
に
毎
月
数
十
首
の
群
作
を
寄
せ
、
そ
れ
ら
を
集
成
し
て
歌
集

『
み
だ
れ
髪
』
が
成
っ
た
。
（
中
略
） 

明
治
三
五
年
一
一
月
、
晶
子
は
長
男

光
ひ
か
る

を
、
三
七
年
七
月
に

秀
し
げ
る

を
と
、
計
五
男
六
女

を
産
み
、
養
育
に
苦
労
し
た
。
（
中
略
） 

外
遊
で
、
西
欧
女
性
の
実
態
を
視
、
帰
国
後
、
婦
人
、
教
育
問
題
な
ど
を
中
心
に
、
評

論
活
動
は
い
っ
そ
う
活
潑
に
な
っ
た
。
（
中
略
）
ま
た
大
正
一
〇
年
の
自
由
主
義
教
育
を

標
榜
す
る
文
化
学
院
創
設
以
来
、
学
監
と
な
り
、
提
唱
し
て
い
た
女
子
教
育
の
実
践
に

も
た
ず
さ
わ
っ
た
。
（
中
略
） 

つ
ぎ
に
娘
時
代
か
ら
の
古
典
へ
の
傾
倒
が
基
で
、
源
氏
物
語
全
巻
の
現
代
語
訳
と
い
う

前
人
未
踏
の
仕
事
に
手
を
つ
け
『
新
訳
源
氏
物
語
』
全
四
巻
（
明
45

・
２
～
大
２
・

11 

金
尾
文
淵
堂
）
を
、
上
田
敏
、
森
鷗
外
の
序
文
を
得
て
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
な
ら

っ
て
、
『
新
訳
栄
華
物
語
』
全
三
巻
（
大
３
・
７
～
４
・
３
）
が
編
ま
れ
、
さ
ら
に
『
新

訳
紫
式
部
日
記
・
新
訳
和
泉
式
部
日
記
』
（
大
５
・
７ 

金
尾
文
淵
堂
）
『
新
訳
徒
然
草
』

（
大
５
・
11 

阿
蘭
陀
書
房
）
と
あ
い
つ
い
で
い
る
。
（
中
略
） 

も
と
も
と
『
新
訳
源
氏
物
語
』
の
あ
と
、
新
し
い
改
訳
を
志
し
た
が
、
大
部
の
原
稿
を

関
東
大
震
災
に
焼
失
し
た
。
寛
の
死
を
契
機
に
再
開
さ
れ
て
、
つ
い
に
『
新
新
訳
源
氏

物
語
』
全
八
巻
（
昭
13

・
10

～
14

・
７ 

金
尾
文
淵
堂
）
が
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
た
び
た
び
公
刊
さ
れ
て
、
広
く
晶
子
源
氏
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
一
五
年
五

月
、
脳
溢
血
で
倒
れ
、
以
後
静
養
に
努
め
た
が
、
一
七
年
一
月
病
状
悪
化
し
て
狭
心
症

を
伴
っ
た
。
五
月
尿
毒
症
を
併
発
し
、
二
九
日
死
去
。
（
下
略
） 

（
日
本
近
代
文
学
大
事
典
・
新
間
進
一 

1
9

8
4

記
） 

 

【
資
料
２
】
「
源
氏
物
語
礼
讃
」 

１
、
桐
壺 

紫
の
輝
く
花
と
日
の
光
お
も
ひ
合
は
で
は
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
（
一
九
二
二
年
） 

 
 
→

下
句
「
思
ひ
合
は
ざ
る
こ
と
わ
り
も
な
し
」
（
一
九
三
八
年
） 

 

２
、
帚
木 

中
川
の
皐
月
の
水
に
人
似
た
り
語
れ
ば
む
せ
び
寄
れ
ば
わ
な
な
く 

 
 
→

四
句
「
語
れ
ば
な
げ
き
」 

 
 

 
 

 
 

… 
 

53

、
手
習 

覚
め
が
た
か
夢
の
半
か
あ
な
か
し
こ
法
の
御
山
に
程
近
く
居
る 

 
 
→

ほ
ど
近
き
法
の
御
山
を
た
の
み
た
る
女
郎
花
か
と
見
ゆ
る
な
り
け
れ 

 

54

、
夢
浮
橋 

 
蛍
だ
に
そ
れ
と
よ
そ
へ
て
眺
め
つ
れ
君
が
車
の
灯
の
過
ぎ
て
行
く 

 
 

 
 
→

明
く
れ
に
む
か
し
こ
ひ
し
き
こ
ゝ
ろ
も
て
生
く
る
世
も
は
た
夢
の
う
き
は
し 

 

▽
一
九
二
二
年
『
明
星
』
と
一
九
三
八
～
九
年
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
掲
載
の
本
文
。 

 
 

 
→

細
か
い
表
現
か
ら
一
首
全
体
に
至
る
ま
で
、
繰
り
返
し
推
敲
。 
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一
、「
源
氏
物
語
礼
讃
」
の
成
立 

 

【
資
料
３
】
晶
子
と
『
源
氏
物
語
』 

明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
） 

誕
生
。 

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
） 

一
一
歳 

『
源
氏
物
語
』
を
読
み
は
じ
め
る
。 

＊
紫
式
部
は
私
の
十
一
二
歳
の
時
か
ら
の
恩
師
で
あ
る
。
私
は
廿
歳
ま
で
の
間
に

「
源
氏
物
語
」
を
幾
回
通
読
し
た
か
知
れ
ぬ
。 

（
『
光
る
雲
』
一
九
二
八
年
） 

明
治
三
四
年
（
一
九
〇
一
） 

二
三
歳 

与
謝
野
寛
（
鉄
幹
）
と
結
婚
。
『
み
だ
れ
髪
』
出
版
。 

明
治
四
〇
年
（
一
九
〇
七
） 

二
九
歳 

閨
秀
文
学
会
で
『
源
氏
物
語
』
を
講
義
。 

明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
） 

三
一
歳 

実
業
家 

小
林
天
眠
（
政
治
）
の
依
頼
で
、
『
源
氏
物
語
』
の
「
講
義
」
に
着
手
。 

 
 

 

＊
百
ヶ
月
計
画
で
毎
月
原
稿
料
を
支
給
さ
れ
る
。 

明
治
四
五
年
＝
大
正
元
年
（
一
九
一
二
） 

三
四
歳 

『
新
訳
源
氏
物
語
』
出
版
。
鉄
幹
を
追
い
、
パ
リ
へ
。 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
） 

三
九
歳 

小
林
逸
翁
（
一
三
）
邸
を
訪
問
。
上
田
秋
成
「
源
氏
物
語
短
冊
屏
風
」
を
見
た
か
。 

大
正
八
年
（
一
九
一
九
） 

四
一
歳 

年
末
に
「
源
氏
物
語
礼
讃
」
（
以
下
「
礼
讃
」
）
を
詠
み
、
屏
風
に
す
る
（
Ａ
）
。 

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
） 

四
二
歳 

正
月
に
小
林
逸
翁
へ
「
礼
讃
」
短
冊
（
Ｂ
）
を
贈
る
。
＊
逸
翁
美
術
館
蔵
。 

 
 

三
月
に
小
林
雄
子
（
天
眠
妻
）
へ
「
礼
讃
」
短
冊
（
Ｃ
）
を
贈
る
。
＊
歴
彩
館
蔵
。 

大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
） 

四
三
歳 

鉄
幹
等
と
文
化
学
院
を
創
立
。 

大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
） 

四
四
歳 

『
明
星
』
に
「
礼
讃
」
活
字
化
。 

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
） 

四
五
歳 

六
月
、
「
礼
讃
」
折
帖
（
Ｄ
）
を
揮
毫
。
＊
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
。 

 
 

八
月
、
『
明
星
』
に
「
礼
讃
」
の
広
告
。 

九
月
、
関
東
大
震
災
で
「
講
義
」
原
稿
が
焼
失
。 

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
） 

四
六
歳 

歌
集
『
流
星
の
道
』
に
「
礼
讃
」
活
字
化
。 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
） 

五
三
歳 

小
林
天
眠
（
政
治
）
へ
「
礼
讃
」
懐
紙
（
Ｅ
）
を
贈
る
。
＊
歴
彩
館
蔵
。 

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
） 

五
六
歳 

『
冬
柏
』
に
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
の
広
告
が
掲
載
。 

昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
） 

六
〇
歳 

『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
出
版
。
＊
各
巻
頭
に
「
礼
讃
」
色
紙
の
写
真
を
掲
載
。 

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
） 

六
一
歳 

『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
完
成
祝
賀
会
。
＊
「
礼
讃
」
短
冊
な
ど
（
Ｆ
）
を
頒
布
。 

 

【
資
料
４
】
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
二
五
日
付
小
林
逸
翁
（
一
三
）
宛
晶
子
書
簡 

①
さ
て
先
年
う
か
ゞ
ひ
候
せ
つ
拝
見
い
た
し
候
ひ
し
秋
な
り
の
源
氏
の
屏
風
、
う
ら
や

ま
し
く
存
じ
、
い
つ
か
は
自
分
も
試
み
て
ま
し
と
お
も
ひ
念
じ
候
ひ
し
が
、
②
去
年
の

く
れ
に
あ
る
人
ぜ
ひ
五
十
四
帖
を
う
た
に
せ
よ
と
申
さ
れ
、
や
う
や
く
三
十
日
の
朝
す

で
に
よ
み
上
げ
候
ひ
し
も
の
、
③
そ
の
ゝ
ち
い
く
度
も
う
た
を
か
へ
、
な
る
べ
く
完
全

に
と
心
が
け
候
ひ
し
が
、
お
目
に
か
く
る
も
は
づ
か
し
か
ら
ぬ
ま
で
に
自
信
も
で
き
候

ひ
し
か
ば
、
私
の
源
氏
の
う
た
も
ま
た
御
手
許
へ
と
ゞ
め
さ
せ
給
へ
と
て
さ
し
上
げ
候
。 

こ
れ
は
人
の
ふ
る
き
ご
と
好
み
と
申
す
べ
く
候
へ
ば
、
④
活
字
に
は
い
た
さ
ず
候
。
遺

稿
を
あ
つ
め
候
せ
つ
御
し
め
し
下
さ
れ
た
く
候
。 
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①
「
先
年
」
、
逸
翁
邸
で
上
田
秋
成
の
「
源
氏
の
屏
風
」
を
見
て
「
う
ら
や
ま
し
く
」
。 

 
 

 
→

「
い
つ
か
は
自
分
も
」
と
思
っ
て
い
た
。 

 

②
「
去
年
」
＝
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
末
に
「
あ
る
人
」
が
五
十
四
帖
の
歌
を
依
頼
。 

 

※
与
謝
野

秀
し
げ
る

『
縁
な
き
時
計 

続
欧
羅
巴
雑
記
帳
』
（
采
花
書
房
、
一
九
四
八
年
） 

「
大
正
七
、
八
年
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
」
「
中
央
公
論
の
瀧
田
樗
蔭
氏
が
家
を
訪

れ
ら
れ
た
。
」
「
明
後
日
の
晩
に
取
り
に
来
る
か
ら
、
そ
れ
迄
に
こ
の
屏
風
に
源
氏
五

十
四
帖
の
歌
を
書
い
て
呉
れ
」
と
言
わ
れ
、
大
晦
日
の
晩
に
完
成
。 

 
 
→

瀧
田
樗
蔭
の
依
頼
が
直
接
の
契
機
に
。
「
礼
讃
」
は
三
日
ほ
ど
で
仕
上
げ
ら
れ
た
。 

 
 

※
Ａ
、
こ
の
屏
風
は
現
蔵
者
未
詳
。 

 

③
推
敲
を
重
ね
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一
月
末
に
逸
翁
に
短
冊
を
送
付
。 

※
Ｂ
、
こ
の
短
冊
は
逸
翁
美
術
館
に
現
存
。 

 

④
「
礼
讃
」
を
活
字
に
す
る
つ
も
り
は
な
い
。 

 

【
資
料
５
】
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
三
月
一
一
日
付
小
林
雄
子
（
天
眠
妻
）
宛
晶
子
書
簡 

 

⑤
九
条
武
子
様
に
も
、
そ
の
前
に
源
氏
五
十
四
帖
の
う
た
を
お
く
様
へ
と
同
じ
も
の
し

た
ゝ
め
て
上
げ
た
く
存
じ
居
り
候
。
⑥
お
く
様
へ
の
は
（
中
略
）
た
ん
ざ
く
に
い
た
し
、

い
つ
ぞ
や
の
小
林
一
三
（
＝
逸
翁
）
様
の
屏
風
の
や
う
に
し
て
頂
か
ん
と
存
じ
候
。
か

の
方
に
だ
け
は
先
づ
た
ん
ざ
く
に
か
き
て
上
げ
候
に
、
恐
縮
い
た
す
ほ
ど
お
よ
ろ
こ
び

下
さ
れ
候
。
⑦
あ
と
よ
り
気
に
入
ら
ぬ
う
た
を
か
へ
、
今
は
や
ゝ
完
全
に
な
り
し
や
う

に
お
も
ひ
居
候
へ
ど
、
書
き
て
見
候
ハ
ヾ
ま
た
い
か
に
思
は
れ
候
べ
き
。 

 

⑤
小
林
雄
子
（
天
眠
妻
）
だ
け
で
な
く
、
九
条
武
子
（
歌
人
）
に
も
あ
げ
た
い
。 

※
Ｃ
、
実
際
に
あ
げ
た
の
か
、
そ
れ
が
現
存
す
る
の
か
未
詳
。 

 

⑥
こ
の
時
期
の
晶
子
は
屏
風
に
も
貼
れ
る
短
冊
を
好
む
。 

⑦
逸
翁
に
Ｂ
の
短
冊
を
贈
っ
た
後
、
さ
ら
に
推
敲
を
重
ね
「
や
ゝ
完
全
」
に
な
っ
た
。 

 
 

 
→

し
か
し
、
ま
た
書
き
付
け
て
見
た
ら
改
作
し
た
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

 
→

実
際
に
「
柏
木
」
巻
の
歌
が
差
し
替
え
ら
れ
た
。 

  
 

 

二
、「
源
氏
物
語
礼
讃
」
の
活
字
化 

 

【
資
料
６
】
大
正
一
一
年
（
一
九
二
二
）
一
月 

第
二
次
『
明
星
』
一
巻
三
号 

巻
頭
に
「
源
氏
物
語
礼
讃
／
与
謝
野
晶
子
」
と
し
て
掲
載
。 

 
 

 
→

逸
翁
に
は
活
字
に
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
（
資
料
４
④
）
が
、
方
針
転
換
。 

 

【
資
料
７
】
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月 

第
二
次
『
明
星
』
四
巻
二
号
の
広
告 

⑧
空
前
の
一
大
歌
帖
／
全
一
巻
、
桐
箱
入
／
高
島
屋
特
製
／
唐
織
表
装
／
価
参
百
五
拾

円
／
送
料
不
要
（
中
略
） 

⑨
茲
に
唯
だ
一
巻
の
み
を
特
に
同
好
の
鑑
賞
に
供
し
ま
す
。
希
望
の
方
が
二
人
以
上
あ

る
時
は
、
第
一
着
の
申
込
者
に
譲
り
ま
す
。 

 

⑧
「
特
製
」
の
「
一
大
歌
帖
」
を
「
参
百
五
拾
円
」
で
販
売
。 

 

⑨
先
着
順
で
「
唯
だ
一
巻
の
み
」
の
限
定
品
。 

※
Ｄ
、
鶴
見
大
学
図
書
館
（
箱
書
「
大
正
十
二
年
六
月
」
）
の
も
の
？ 

 
【
資
料
８
】
大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
『
流
星
の
道
』
に
掲
載
。 

 

【
資
料
９
】
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
八
月
に
晶
子
、
京
阪
・
奈
良
を
旅
行
。 

 
 

 
→

天
眠
文
庫
蔵
「
歌
帖
」
の
箱
書
「
昭
和
六
年
夏
日 

加
茂
川
の
ほ
と
り
に
て
与

謝
野
晶
子
し
る
す
」
。
天
眠
が
折
帖
に
し
た
（
『
与
謝
野
晶
子
と
小
林
一
三
』
）
。 

 
 

 

※
Ｅ
、
当
初
は
懐
紙
。
歴
彩
館
蔵
。 
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【
資
料
10

】
昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月
「
新
新
訳
源
氏
物
語
完
成
記
念
祝
賀
会
」 

「
源
氏
の
歌
」
を
揮
毫
。
短
冊
は
一
枚
五
円
。
歌
巻
物
は
一
巻
百
円
（
百
巻
限
定
）
。 

「
少
数
」
は
「
別
仕
立
」
と
し
て
二
百
円
。 

※
Ｆ
、
「
巻
物
」
は
堺
市
博
等
に
現
存
。
「
別
仕
立
」
は
屏
風
（
神
戸
親
和
女
子
大
蔵
） 

 

三
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
「
源
氏
物
語
礼
讃
」
二
種 

 

【
資
料
11

】
ひ
と
つ
め
の
書
誌 

登
録
番
号
、1

4
0

8
6

3
9

。
折
帖
一
帖
。 

色
紙
、
縦
二
一
・
一
糎×

横
一
八
・
〇
糎
。
上
青
下
紫
の
雲
紙
。
礼
讃
の
五
四
枚
に
加

え
、
冒
頭
に
「
源
氏
物
語
礼
讃
」
、
巻
末
に
「
与
謝
野
晶
子
」
の
各
一
枚
。 

折
帖
、
縦
三
〇
・
五
糎×

横
三
〇
・
〇
糎×
高
さ
四
・
〇
糎
。
菊
花
紋
を
織
り
出
し
た

絹
表
紙
に
、
金
の
題
簽
を
貼
っ
た
豪
華
な
装
訂
。
台
紙
は
金
揉
箔
散
ら
し
。
小
口
も
金
。 

帙
、
縦
三
一
・
〇
糎×

横
三
〇
・
五
糎×

高
さ
四
・
七
糎
。
裏
地
は
金
揉
箔
散
ら
し
。 

桐
箱
、
縦
三
四
・
一
糎×

横
三
三
・
八
糎×

高
さ
七
・
一
糎
。
蓋
の
表
の
中
央
に
「
源

氏
物
語
禮
讃
」
と
墨
書
（
自
筆
）
。
蓋
の
裏
の
右
端
に
「
大
正
十
二
年
／
六
月
／
与
謝
野

晶
子
」
と
墨
書
（
自
筆
）
。 

 
 

（
上
：
折
帖
の
表
紙 

 

下
：
帙
） 

 
 

（
上
：
桐
壺
巻
の
礼
讃 

 

下
：
箱
書
（
蓋
の
裏
）
） 

 

【
７
再
掲
】
大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
八
月 

第
二
次
『
明
星
』
四
巻
二
号
の
広
告 

空
前
の
一
大
歌
帖
／
全
一
巻
、
桐
箱
入
／
高
島
屋
特
製
／
唐
織
表
装
／
価
参
百
五
拾
円

／
送
料
不
要
（
中
略
） 

自
ら
之
を
色
紙
に
書
し
て
、
優
麗
高
雅
な
る
装
幀
に
由
り
、
方
一
尺
二
寸
の
大
歌
帖
に

製
し
た
る
も
の
、
茲
に
唯
だ
一
巻
の
み
を
特
に
同
好
の
鑑
賞
に
供
し
ま
す
。 

 

・
全
一
帖
で
、
「
全
一
巻
」
と
対
応
。 

・
折
帖
は
約
三
〇
糎
四
方
だ
が
、
桐
箱
は
「
方
一
尺
二
寸
」
（
約
三
六
糎
四
方
）
に
近
い
。 

・
「
桐
箱
入
」
や
「
唐
織
表
装
」
と
も
一
致
。 

 
 

 
→

『
明
星
』
の
広
告
の
と
お
り
な
ら
「
唯
だ
一
巻
の
み
」
で
類
似
品
は
な
い
は
ず
。 

 
【
資
料
12

】
前
年
の
『
明
星
』
、
翌
年
の
『
流
星
の
道
』
の
本
文
と
比
較 

 

け
ざ
や
か
に
め
で
た
き
人
ぞ
い
ま
し
た
る
野
分
が
開
く
る
絵
巻
の
奥
に
（
明
） 

け
ざ
や
か
に
う
つ
く
し
き
人
い
ま
し
た
る
野
分
が
あ
く
る
絵
ま
き
の
お
く
に
（
鶴
） 

 

け
ざ
や
か
に
め
で
た
き
人
ぞ
い
ま
し
た
る
野
分
が
開
く
る
絵
巻
の
奥
に
（
流
） 

 
 

 
→

も
っ
と
も
大
き
く
異
な
る
野
分
巻
で
も
、
こ
の
程
度
の
違
い
。 

 
 

 
→

箱
書
「
大
正
十
二
年
六
月
」
は
信
頼
で
き
る
。 
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【
資
料
13

】
ほ
か
の
折
帖 

・
天
理
図
書
館
蔵
の
折
帖
。 

→
正
宗
敦
夫
へ
贈
っ
た
と
箱
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
『
明
星
』
広
告
と
は
無
関
係
。 

 

・
さ
か
い
利
晶
の
杜
蔵
の
折
帖
。 

 
 

 
→

上
下
二
帖
。
縦
二
八
・
〇
糎×

横
二
四
・
五
糎×

高
さ
八
・
〇
糎
。 

（
「
さ
か
い
利
晶
の
杜 

収
蔵
品
Ｄ
Ｂ
」
参
照
） 

 
 

 
→

「
全
一
巻
」
「
方
一
尺
二
寸
」
（
約
三
六
糎
四
方
）
と
矛
盾
。
作
成
時
期
も
不
明
。 

 

★
現
在
知
ら
れ
る
中
で
は
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
の
折
帖
が
「
一
大
歌
帖
」
に
近
い
。 

 

【
資
料
14

】
も
う
ひ
と
つ
の
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」 

登
録
番
号
、1

4
0

3
9

0
1

。
色
紙
（
緑
・
黄
・
桃
・
紫
色
な
ど
の
色
替
わ
り
。
白
い
打

曇
）
。
五
五
枚
（
礼
讃
五
四
枚
＋
「
源
氏
物
語
礼
讃
／
与
謝
野
晶
子
」
の
一
枚
）
。
縦
二

一
・
三
糎×

横
一
八
・
二
糎
。
書
写
年
は
未
詳
。
こ
ち
ら
も
新
出
。 

桐
箱
、
縦
二
四
・
一
糎×

横
二
一
・
〇
糎×

高
さ
四
・
三
糎
。
蓋
の
表
の
中
央
に
金
字

で
「
源
氏
物
語
禮
讃
」
、
左
下
に
「
与
謝
野
晶
子
」
（
そ
れ
ぞ
れ
晶
子
自
筆
）
。 

 

 

（
上
：
関
屋
、
下
：
椎
が
も
と
） 

 
 

（
上
：
手
習
、
左
下
：
箱
） 

 

【
資
料
15

】
歌
の
特
徴 

さ
め
が
た
か
ゆ
め
の
半
か
お
ぼ
つ
か
な
法
の
御
山
に
ほ
ど
近
く
ゐ
ぬ
（
手
習
） 

ほ
た
る
だ
に
そ
れ
と
思
ひ
て
な
が
め
つ
れ
君
が
車
の
灯
の
す
ぎ
て
ゆ
く
（
夢
浮
橋
） 

 
 
→

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
改
造
社
版
晶
子
全
集
所
収
『
流
星
の
道
』
ま
で
一
致
。 

 

春
の
川
遊
仙
窟
の
あ
た
り
ま
で
ゆ
く
や
と
船
の
人
に
と
は
ま
し
（
椎
本
） 

※
あ
け
の
月
涙
の
ご
と
く
真
白
け
れ
御
寺
の
鐘
の
水
わ
た
る
時 

 
 

 
→

「
大
正
己
未
」
（
一
九
一
九
。
「
己
未
」
は
誤
記
か
）
の
天
理
図
書
館
蔵
の
折
帖
。 

 
 

 
 

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
の
天
眠
宛
て
懐
紙
と
し
か
一
致
し
な
い
。 

 
 

 
→

一
九
二
〇
～
一
九
二
四
、
一
九
三
九
年
の
礼
讃
で
は
※
の
歌
。 

 

▽
結
局
、
歌
の
相
違
だ
け
で
は
、
一
九
二
二
～
三
三
年
程
度
ま
で
し
か
絞
り
込
め
な
い
。 

 

【
資
料
16

】
表
現
の
特
徴 

亡
き
ひ
と
の
手
な
れ
の
笛
に
よ
り
も
こ
し
ゆ
め
の
ゆ
く
へ
の
さ
む
き
秋
の
夜
（
横
笛
） 

 
 

 
→

五
句
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
逸
翁
宛
て
短
冊
の
み
。 

  

お
ふ
け
な
き
大
御
女
を
い
に
し
へ
の
人
に
似
よ
と
も
祈
り
け
る
か
な
（
宿
木
） 

 
 

 
→

五
句
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
短
冊
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
懐
紙
の
み
。 
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▽
細
か
い
表
現
ま
で
見
て
も
、
鶴
見
の
色
紙
と
一
致
率
の
高
い
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。 

 
 

 
→

鶴
見
の
色
紙
に
は
改
作
前
と
後
の
本
文
が
少
し
ず
つ
混
ざ
っ
て
い
る
？ 

＊
横
笛
・
宿
木
は
古
い
表
現
、
夕
顔
・
総
角
は
新
し
い
表
現
に
一
致
。 

 

【
資
料
17

】
こ
の
色
紙
の
独
自
の
本
文  

逢
坂
は
つ
き
ぬ
清
水
も
恋
人
の
熱
き
涙
も
流
る
ゝ
と
こ
ろ
（
関
屋
） 

 
 

 

＊
二
句
「
関
の
清
水
も
」 

火
の
国
に
生
ひ
い
で
た
れ
ば
き
く
こ
と
の
皆
は
づ
か
し
く
頬
の
そ
ま
る
か
な
（
玉
鬘
） 

 
 

 

＊
三
句
「
い
ふ
こ
と
の
」 

身
に
し
み
て
も
の
を
思
へ
と
初
夏
の
ほ
た
る
ほ
の
か
に
青
ひ
き
て
と
ぶ
（
蛍
） 

 
 

 

＊
三
句
「
夏
の
夜
の
」 

二
ご
ゝ
ろ
誰
先
づ
も
ち
て
悲
し
く
も
さ
び
し
き
世
を
ば
つ
く
り
初
め
け
ん
（
若
菜
下
） 

 
 

 

＊
三
・
四
句
「
さ
び
し
く
も
悲
し
き
世
を
ば
」 

 
 
→

須
磨
・
松
風
・
少
女
・
野
分
・
東
屋
・
夢
浮
橋
に
も
独
自
異
文
が
。 

  
 

 

お
わ
り
に 

 

〇
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
の
折
帖
は
『
明
星
』
で
宣
伝
さ
れ
て
い
た
品
と
見
ら
れ
る
。 

 
 

 
→

「
唯
だ
一
巻
の
み
」
の
つ
も
り
で
作
っ
た
晶
子
に
と
っ
て
も
特
別
な
品
。 

 

〇
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
の
色
紙
は
本
文
に
特
徴
が
あ
る
。 

 
 

 
→

制
作
年
は
未
詳
な
が
ら
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
本
文
が
複
数
あ
る
。 

 

〔
お
知
ら
せ
〕 

鶴
見
大
学 

日
本
文
学
科
・
源
氏
物
語
研
究
所
編
『
与
謝
野
晶
子
が
詠
ん
だ
源
氏
物
語 

—

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
礼
讃
』
二
種—

』
（
花
鳥
社
、
二
〇
二
四
年
） 

 

＊
今
回
紹
介
し
た
二
種
類
の
カ
ラ
ー
図
版
と
翻
刻
・
解
説
。 

〔
依
拠
本
文
〕 

・
逸
見
久
美
編
集
代
表
『
鉄
幹
晶
子
全
集
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
～
二
一
年
） 

・
市
川
千
尋
『
与
謝
野
晶
子
と
源
氏
物
語
』
（
国
研
出
版
、
一
九
九
八
年
）
所
収
「
資
料

「
源
氏
物
語
礼
讃
」
」 

・
伊
井
春
樹
監
修
『
与
謝
野
晶
子
と
小
林
一
三
』
（
逸
翁
美
術
館
（
図
録
）
、
二
〇
一
一
年
） 

・
植
田
安
也
子
・
逸
見
久
美
『
與
謝
野
寛 

晶
子
書
簡
集 

天
眠
文
庫
蔵
』
（
八
木
書
店
、

一
九
八
三
年
） 

・
逸
見
久
美
『
与
謝
野
寛
晶
子
書
簡
集
成
』
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
一
～
三
年
） 

 

〔
注
釈
〕 

・
西
田
禎
元
『
『
源
氏
物
語
』
の
光
と
影
』
（
新
典
社
、
二
〇
二
〇
年
）
所
収
「
与
謝
野
晶

子
の
「
源
氏
物
語
礼
讃
」
歌
」
（
初
出
一
九
九
九
年
三
月
～
二
〇
〇
〇
年
三
月
） 

 

〔
主
な
先
行
研
究
〕 

・
新
間
進
一
「
与
謝
野
晶
子
と
「
源
氏
物
語
」
」
（
『
古
代
文
学
論
叢
６ 

源
氏
物
語
と
そ
の

影
響 

研
究
と
資
料
』
武
蔵
野
書
院
、
一
九
七
八
年
） 

・
ゲ
イ
・
ロ
ー
リ
ー
「
与
謝
野
晶
子
の
「
源
氏
物
語
礼
讃
」―

宇
治
十
帖
の
歌
を
中
心
に
」

（
目
白
近
代
文
学
７
、
一
九
八
七
年
三
月
） 

・
市
川
千
尋
『
与
謝
野
晶
子
と
源
氏
物
語
』
（
国
研
出
版
、
一
九
九
八
年
）
所
収
「
与
謝
野

晶
子
「
源
氏
物
語
礼
讃
」
の
成
立
事
情―

小
林
一
三
宛
未
発
表
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」
（
初

出
一
九
九
二
年
六
月
） 

・
伊
井
春
樹
『
与
謝
野
晶
子
の
「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
） 

・
辻
憲
男
「
与
謝
野
晶
子
の
源
氏
物
語
礼
讃
」（
神
戸
親
和
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
11

、

二
〇
一
七
年
三
月
） 

・
伊
井
春
樹
「
与
謝
野
晶
子
の
『
新
訳
源
氏
物
語
』
か
ら
『
新
新
訳
源
氏
物
語
』
へ―

「
源
氏
物
語
礼
讃
歌
」
詠
作
の
背
景
と
意
義
」（
文
学
・
語
学

219

、
二
〇
一
七
年
六
月
） 

・
神
野
藤
昭
夫
『
よ
み
が
え
る
与
謝
野
晶
子
の
源
氏
物
語
』
（
花
鳥
社
、
二
〇
二
二
年
） 


